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富山県後期高齢者医療制度に加入している方
（７５歳以上の方、または６５歳以上で一定の障害のある方。ただし、保険料を滞納していない方。）
※�５ 月中旬に案内した後期高齢者の健康診査を受診する方は、人間ドック・脳ドックの助成を受けることは
できません。

対 象

費用の₂分の₁（上限１５,０００円）
［例］人間ドック費用が４０,０００円の場合、助成額が１５,０００円（上限額）、自己負担額が２５,０００円となります。
※人間ドック・脳ドックの助成は、ドックの種類を問わず年度内に₁回のみです。
　人間ドック・脳ドックの両方を希望された場合でも、助成はどちらか一方のドックのみが対象となり、もう 
　一方のドックは全額自己負担となります。

助成額

①対象医療機関に希望日時を予約してください。
②予約後、ドックを受診する日の１４日前までに、次の場所で申請してください。
　申請場所：保険年金課（市役所₁階）、各行政サービスセンター
　申請に必要なもの：後期高齢者医療被保険者証、後期高齢者の健康診査受診券（※）

　（※）�人間ドック・脳ドックを受診する方は、後期高齢者の健康診査の助成を重複して受けること
ができませんので、申請時に回収します。

申請
方法

①申請後、受診日までに富山県後期高齢者医療広域連合から「承認証」が届きます。
②届いた「承認証」を持って、予約した医療機関でドックを受診してください。
③受診当日、助成額を差し引いた費用を医療機関に支払ってください。

受診
方法

※富山市以外の対象医療機関については、富山県後期高齢者医療広域連合または保険年金課へ問い合わせてください。
※�ペースメーカーを使用の方、閉所恐怖症の方、手術などで体内に金属片・金属の粉が入っている方（入れ墨、眉・アイライン
のアートメークなどを含む）、脳疾患（脳梗塞や脳出血など）で治療中の方などは、脳ドックを受けることができません。

医療機関名 所在地 電話番号 予約受付時間
（平日）

受診できる
ドック

富山県健康増進センター 蜷川３７３ ４２９－７５７８ ₉：００～１5：００

人間ドック
髙重記念クリニック予防医療センター 元町二丁目₃－２０ ４２０－６６８２ ₉：００～１7：００
北陸予防医学協会健康管理センター 西二俣２７７－₃ ４３６－１２44 9：0０～１6：００
富山まちなか病院 鹿島町二丁目₂－29 ４2３－7804 ₈：３０～１７：15
富山市医師会健康管理センター 経堂四丁目₁－３６ ４２２－４８１１ ₉：００～１６：00

人間ドック
・

脳ドック

富山西総合病院 婦中町下轡田1019 ４61－7700 12：0０～１６：3０
富山市民病院 今泉北部町₂－₁ ４２２－1112 １４：００～１6：3０
済生会富山病院 楠木３３－₁ ４３７－１１３３ １４：００～１７：００
北陸予防医学協会とやま健診プラザ 千代田町₂－₁ ４71－5789 ₉：００～１6：００
富山赤十字病院 牛島本町二丁目₁－58 ４33－2668 １0：0０～１6：0０
西能みなみ病院 秋ケ島145－₁ 428－2373 9：0０～１7：0０

脳ドック塚本脳神経外科 住吉町₁－₅ 422－2050 ₉：００～１7：００
さくらニューロクリニック 下新本町₃－₆ 432－0039 10：００～１6：0０

ドックの内容、費用、受付人数などは医療機関により異なります。
詳細は、各医療機関へ問い合わせてください。市内対象医療機関

人間ドック・脳ドック費用助成のご案内
後期高齢者医療制度のお知らせ

富山県後期高齢者医療広域連合　☎４６５－7504　　保険年金課　☎４４３－２０６３、2271問い合わせ

令和 6 年 2 月29日㈭まで
助成（受診）対象期間
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10月17日㈫～23日㈪は
薬と健康の週間です

　詳細は厚生労働省
ホームページに掲載さ
れているパンフレット
をご覧ください。

保健所地域健康課　☎428－1155

薬と健康の週間ポスター

　覚醒剤、大麻、危険ドラッグなどの違法薬物は、体や心に害を及ぼす非常に�
危険なものです。また、依存性が強く、一度でも使用するとやめられなくなります。
薬物の影響により交通事故を起こしたり、他人に危害を与えたりするなど、薬物の
乱用は本人の問題だけではなく、周りの人や社会に重大な影響を与えます。

薬物乱用はダメ・ゼッタイ！

　セルフメディケーションとは、自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不
調は自分で手当てすることです。薬を購入するときは薬剤師や登録販売者に相
談し、薬の名前や効能、副作用、飲み合わせ、注意事項などをよく理解して安全に
使いましょう。

セルフメディケーションで元気な毎日を

　かかりつけ薬局・薬剤師が薬の情報を一元的・継続的に把握することで、複数の
診療科を受診している場合でも、薬の飲み合わせ（相互作用）や重複を確認して
もらうことができて安心です。薬を適切に使用するためのアドバイスを受けら
れるほか、副作用や飲み間違いなどで困ったときにも相談できます。
　なお、医療機関や薬局に行くときは「お薬手帳」を持参しましょう。

「かかりつけ薬局」「かかりつけ薬剤師」をもちましょう

　パソコンやスマートフォンなどの使い過ぎによるドライアイや、目の疲れ・かすみなどの症状を訴える人が増えています。ま
た、成人の失明原因の第₁位である緑内障も増加傾向にあります。緑内障は視野が狭くなる病気で、放置すると失明に至る場合
もあり、40歳以上の20人に １ 人が緑内障であるといわれています。早期発見、早期治療により、進行を抑えることができます。

■緑内障危険度チェック
　１つでも当てはまる場合は注意が必要です。

■緑内障検診を受けましょう
対象　富山市国民健康保険の被保険者や健康保険加入者の被扶養者
　　　などで、今年度45歳、50歳、55歳になる方
　　　※対象の方には 5 月中旬頃に受診券を送付しています。
受診期間　12月28日㈭まで
実施機関　市内の指定医療機関
※指定医療機関の一覧など詳細は、受診券に同封されている案内か、 
　市ホームページ（ 1004421）を確認してください。

保健所地域健康課　☎428－1153

10月10日は

目の愛護デーです

■ 目が疲れやすくなった
■ 夕方になると見えにくくなることがある
■ 新聞や本を長時間読めなくなった
■ 食事の時にテーブルを汚すことがある
■ 眼鏡をかけてもよく見えないと感じることが多
　 くなった
■ まぶしく感じやすい
■� まばたきしないとはっきり見えないことがある
■ まっすぐの線が波打って見えることがある
■ 段差や階段が危ないと感じたことがある
■ 信号や道路標識を見落としたことがある

■アイフレイル危険度チェック
　₂つ以上当てはまる場合は、アイフレイル（見る
機能の衰え）かもしれません。眼科へ相談しましょう。

　大切な目を守るため、定期的に検診を受け、
目に優しい生活を心掛けましょう。

掲載サイト

■ 強度の近視または遠視である
■ 家族に緑内障の人がいる（いた）
■ 眼圧が高いと指摘されたことがある
■ 糖尿病などの生活習慣病にかかっている
■ 電球などの光の周りに虹が見える
■ 過労や過度のストレスを感じている
■� 片目を閉じると、視界の一部が暗く見えたりかすんだりする


